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労働者健康安全機構 山陰労災病院を受診された患者さんへ 

 
研究課題名：腹腔鏡下幽門側胃切除における B-II 法再建の成績 
当院では上記の研究を行っています。本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報などを研

究目的に利用または提供することを希望されない場合には、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 
 

1. 研究責任者 
 山陰労災病院 内視鏡外科部長 福田 健治 
 
2. 研究の目的 
 胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除の消化管再建方法のひとつにビルロートⅡ法（B-Ⅱ法）があります。

当院では高齢患者様のリスク減少、手術時間短縮を目的に B-Ⅱ法を採用しており、その手術成績を明らか

にし，その他の再建方法（ビルロートⅠ法とルーワイ法）と比較します。 
 
3. 研究の方法 
 当院の電子カルテシステムから調査します。調査対象期間は、2013 年 12 月１日から 2017 年 12 月 31
日です。収集する情報は年齢、性別、進行度、手術時間、出血量、合併症、術後在院日数などです。 
 
4. 個人情報の取り扱い 
 本研究で取り扱う診療情報は、個人情報をすべて削除し、第三者には判らないデータとして使用します。

収集データは研究責任者が研究終了まで厳重に保管し、研究終了時に完全に削除します。 
 本研究の実施にあたっては、山陰労災病院倫理審査委員会に申請をおこない承認されています。 
 
5. 問い合わせ先 
 TEL：0859－33－8181 山陰労災病院 内視鏡外科部長 福田 健治 
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